
 

申請に当たっては，区分や希望する受験上の配慮事項により，次の所定の様式の①受験上の配慮申請書，
②診断書，③状況報告書を組み合わせて提出してください。 
① 受験上の配慮申請書【必須】 

申請書に希望する配慮事項を必ず記入してください。申請書に記入が無い場合は配慮されません。 
 

② 診断書【必須】  
区分に対応した様式の診断書を提出してください。 

区 分 使用する様式 掲載ページ  

視 覚 障 害 診断書（視覚障害関係）（（注注 1）） 43・44  

聴 覚 障 害 診断書（聴覚障害関係） 45・46  

肢 体 不 自 由 診断書（肢体不自由関係） 47・48  

病弱・その他 診断書（病弱関係・その他） 49・50  

発 達 障 害 診断書（発達障害関係） 51・52  
    

 

③ 状況報告書【以下に該当する場合に提出】  

 希望する配慮事項が⑴のいずれかに該当する場合には，それぞれに対応した様式の状況報告書を
提出してください。複数該当する場合には，該当するものを全て提出してください。 
ただし，区分が「発達障害」の場合には，希望する配慮事項にかかわらず，⑵のみ提出して

ください。 
 ⑴ 以下の「希望する配慮事項」に対応した様式の状況報告書を提出してください。 
  希望する配慮事項 使用する様式 掲載ページ  

 試験時間延長（1.3 倍） 状況報告書（試験時間延長（1.3 倍））（（注注 2・・3）） 53・54  

 リスニングの免除 状況報告書（リスニング免除） 55・56  

  代 筆 解 答 状況報告書（代筆解答）（（注注 3）） 57・58  

 別 室 の 設 定 状況報告書（別室の設定）（（注注 4）） 59・60  
     

⑵ 区分が「発達障害」の場合には，必ず提出してください。 
（⑴の状況報告書を提出する必要はありません。） 

 区 分 使用する様式 掲載ページ   

 発 達 障 害 状況報告書（発達障害関係）（（注注 3）） 61・62  
      

（（注注1））  点字解答希望者については，「診断書（視覚障害関係）」に代えて，「校長による点字学習の証明」
（任意の様式）でも可能です。 

（（注注2））  代筆解答希望者で，試験時間の延長（1.3倍）を申請する場合には，「状況報告書（代筆解答）」
に試験時間の延長を必要とする理由を記入するため，「状況報告書（試験時間延長（1.3倍））」を
提出する必要はありません。 

（（注注3）） 1.5倍の試験時間延長を申請する場合には，「受験上の配慮申請書」，「診断書」，「状況報告書」
に加えて，1.5倍の試験時間延長の必要性が分かる「具体的な理由」や「これまでの取組み」等を
示した資料（任意の様式で学校長又は専門家が作成したもの）を提出してください。（具体的な理
由やこれまでの取組みが示してあれば，個別の教育支援計画・個別の指導計画の写しでも可能で
す。） 

（（注注4））  別室での受験を希望する場合には，「状況報告書（別室の設定）」の提出が必要です。 
ただし，希望する配慮事項のうち，点字・文字・チェック・代筆解答，試験時間延長，拡大文

字問題冊子（22 ポイント）の配付，CD プレーヤーのスピーカーから直接音声を聞く方式及びリ
スニングにおいて途中退室するため音声を一時停止する配慮（別室において配慮する事項）を申
請する場合は，提出する必要はありません。 

【備考】 
障障害害等等のの程程度度やや希希望望すするる配配慮慮事事項項にによよっっててはは，，十十分分なな審審査査をを行行ううたためめ，，大大学学入入試試セセンンタターーかからら追追

加加でで書書類類等等のの提提出出をを求求めめるる場場合合ががあありりまますす。。  
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